














PD-L1 抗体単独療法療法に加え化学 / 分子標的療法
との併用や抗 PD-1/CTLA-4 抗体の併用療法も多用
される．つまり化学 / 分子標的療法との併用や抗








　ヒトの腸内には，およそ 1,000 種類，100 兆個の
















ゲノムには，「16S リボゾーマル RNA 領域」とい
う約 1,600 塩基対の多型性のある領域が存在してい






























　糞便のおよそ半分から 3 分の 1 は細菌由来とされ
ており，1 g 当たり100 億個程度，ヒトの場合では 1



























































































ミング相と呼ぶ．この CTLA-4 による主たる T 細胞
活性化の抑制メカニズムは PP2A を介する．しかし
ながらその後 CTLA-4 は，トランスエンドサイトー














図 2　 上段 B，C は腎細胞癌，下段は非小細胞肺癌に対
するそれぞれ左が無増悪生存率，右が全生存率で
抗生剤投与が細い線，非投与群が太い線である．
















図 4　 上段は抗 CTLA4 抗体が無い状態で，下段は添加
した状態．抗 CTLA4 抗体緑色の CD86 の発現を
維持させる17）．


























































































お わ り に
　今回，腸内細菌叢と ICI の研究を悪性黒色腫の治
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